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WEEK1  アクティブ・ラーニングについて知ろう 

 

ワークシート目次 

1. SESSION 1 アクティブ・ラーニングとは 

2. SESSION 2 アクティブ・ラーニングの現状 

3. SESSION 3 アクティブ・ラーニングを選ぶ 

4. SESSION 4 アクティブ・ラーニングの方法を適用する 

5. SESSION D 自己紹介 

6. 各セッションの多肢選択課題一覧 

7. 参考文献 

 

 

 

 

 

WEEK1 の目的と目標 

目的     アクティブ・ラーニングについて理解を深める 

到達目標 

１． アクティブ・ラーニングとは何かを説明できる 

２． アクティブ・ラーニングの現状を説明できる 

３． アクティブ・ラーニング手法の適用について説明できる 
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1. SESSION 1 アクティブ・ラーニングとは 

下記はこのセッションで使う Question です．動画において適宜使用箇所でテロップがなが

れますので，一緒に考えてみましょう． 

 

W1.S1.Question1 

皆さんにとって「アクティブ・ラーニング」とはなんでしょうか？ 

「アクティブ・ラーニングって何？」 と聞かれたらどう答えますか？ 

(あなたの考え) 

 

 

 

 

 

W1.S1.Question2 

次の３つの定義をみて，これらの共通点を探してみましょう． 

「学生を巻き込んだ学生自身が活動し，その活動自体について思考する，取り組みの全て」

(Bonwell & Eison, 1991) 

「授業において，学生が単に『見たり』『聞いたり』『ノートをとったり』する以上の活動

をするようデザインされた教授内容に関係すること全て．」(Felder & Brent, 2009) 

「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取

り入れた教授・学修法の総称」(文部科学省, 2012) 

(あなたの考え) 
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2. SESSION 2 アクティブ・ラーニングの現状 

下記はこのセッションで使う Handout です．お手元においてセッションの動画を視聴して

下さい． 

W1.S2.Handout  
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3. SESSION 3 アクティブ・ラーニングを選ぶ 

下記はこのセッションで使う Handout と Question です．お手元においてセッションの動

画を視聴して下さい． 

W1.S3.Handout ミニッツペーパーの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W1.S3.Question1  

多様なアクティブ・ラーニングのなかから目的に応じて手法を選ぶ際の観点として，「形態」，

「時間」，「構成」，「大人数講義に使えるかどうか」以外に追加したらよいと思う観点を考

えてみましょう． 

(あなたの考え) 

 

 

 

 

名前                     年  月  日 

今日の授業を受けて，もっと学んでみたいと思ったことは何ですか． 
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4. SESSION 4 アクティブ・ラーニングの方法を適用する 

下記はこのセッションで使う Handout と Question です．お手元においてセッションの動

画を視聴して下さい． 

 

W1.S4.Handout  

 

 

 

 

 

 

 

 

W1.S4.Question1 

実演や実習ができない場合に，「豆腐のさいの目切り」についての一方向ではない授業方法

を考えて下さい． 

(あなたの考え) 
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W1.D 

5. SESSION D 「自己紹介」はなぜ重要？ 

 DISCUSSION のセッションでは，「インタラクティブな学び」が実際に体験できるよう，ワ

ークシートに取り組んでから，動画を視聴していただきます．第１回のテーマは「自己紹介」．

動画ではまず，これからともに学ぶことになる大学院生の自己紹介を視聴していただきます．さ

らに，教員の自己紹介が学生の学びに果たす役割について考えてゆきます．皆さんも以下のワー

クに取り組んで自己紹介の役割について考えてみましょう． 

 

 

 

皆さんが大学で受けた授業で教員はどのような自己紹介をしていたでしょうか．大学の授業にお

ける教員の自己紹介が，学生の学びのために果たす役割について下記に箇条書きで書き出してみ

ましょう． 
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6. セッション課題一覧 
ここには，各セッションで出題された課題を再掲しています．復習等にお役立てください．  

 

W1-1 アクティブ・ラーニングの説明として、適切な説明を全て選んでください。 

１）学生自身が活動し、その活動について思考することで学ぶ。 

 ２）学生が主体的・能動的に学習に取り組めるように、教員が授業方法を設計する。 

 ３）学生が、見たり聞いたりノートをとったりする以上の活動をする。 

４）教員が少人数の学生を相手に授業を行う際の方法を指す。 

 

W1-2 アクティブ・ラーニングが注目されるようになった背景の説明として、適切な説明を全

て選んでください。 

１）「考え抜く力」や「チームで働く力」を含む「社会人基礎力」（経済産業省）のよ

うに、従来の知識伝達型の授業では培えない能力が求められるようになってきた。 

２）専門分化が進む社会において、各人が高い専門性を習得しなければならないとい

う認識から、高度な知識やスキルを習得するための受動的な学習形態が注目され始

めた。 

３）学校・大学を選ぶ際に基準とされてきた偏差値の信頼性が問い直されるようにな

ってきた現代、よい学校・大学を選ぶための新しい指標が求められるようになった。 

４）コミュニケーション能力や問題解決能力の重要性が認識される中で、初等・中等・

高等教育のあらゆる段階において、こうした「汎用的技能」（文部科学省）を養え

る教育方法への注目が高まった。 

 

W1-3 様々あるアクティブ・ラーニングの手法の中から自分の授業に合うものを選ぶ際、どの

ような点を考慮するべきでしょうか？適切な事項を全て選んでください。 

１）クラスのサイズ 

２）その手法を行うことによって達成できること 

 ３）その手法に割くことができる授業内の時間 

４）その手法の知名度 

 

W1-4 アクティブ・ラーニングの方法を適用するということについて、適切なものを全て選ん

でください。 

１）一般的に、「（一方向）講義を聴く」、「実演を見る」、「実習を行う」、「自分で人に

教える」の順に、学習が定着しやすくなるといわれている。 

２）ちょっとした工夫でアクティブ・ラーニングを実現することができる。 

３）「（一方向）講義」による授業は、学生が主体的に学べる方法の代表である。 

４）初学者レベルの学生同士に「人に教える」プロセスをたどらせることは、主体的

な学びにつながらない。 
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 この２冊はインタラクティブな授業作りについてわかりやすく説明されています．

          

          

  


